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ほんごう保育園 節分豆まき
『おにはそと 。ふくわうち』2月 3日

赤鬼に扮してかわいい園児たちに

退治されてきました。

豆まきの様子を

描いた園児の絵
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迫力ある鬼さん

五感で楽しむ手作りの味

本郷かんば塾で"初めてのそば打ち体験教室“が開催されまし

た。講師の方により、実演を交えながら、打ち方、切り方をレクチ

ャーしていただきました。

力が必要な工程もあったり、生地を伸ばしたり切つたりの作業に

入ると、だんだんと難しさを感じる場面もありました。

参加者のみなさんは、自分のペースで集中して取り組まれ、手

づくりの楽しさを感じておられる様子でした。

講師の方から「皆さんはじめてにしては上出来 !」と、評価を受け

ました。

「挽きたて、打ちたて、苑でたての蕎麦は最高」という言葉通り、

自宅で茄でた蕎麦は、香り、舌触りともに手作りならではの滋味

が溢れていました。
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4善.

如でるコツも教えて

いただきました。④

中山間地域づくり支援者のつどいに参加して

2月 5日 、県内の集落支援員が集う『中山間地域づくり支援者のつどい』に参加しました。

研修では「住民の隣に寄り添い、時間をかけて目に見えない関係性を編み直す」という活動の本質を再

確認することができました。 グループディスカッションでは、支援員の役割について改めて議論し、
「私たちは地域の日常の『伴走者』である」という結論に至りました。

行事のサポートや情報発信、住民と行政の橋渡しな

ど、状況に合わせて柔軟に役害1を変えながら、集落の

存続に深くコミットしていくことが求められています。

地域の方々と共に過ごす「時間」と、その積み重ねによ

つて築かれる「信頼」。それこそが何より大切であると

再認識した、実りある研修となりました。


